
二宮町議会の口頭陳述書 

                    神奈川県医療労働組合連合会  植木眞理子 

 

私は、神奈川県立病院で看護師として働いておりました植木眞理子と申します。議会の貴重なお時間で、

口頭陳述機会を与えていただきましたことに、感謝申し上げます。 

今回、提出をしました「安全・安心の医療・介護の実現と、国民のいのちと健康を守るための陳情」

の、趣旨説明をいたします。県内の医療機関は、医労連加盟はもとより、今年 2月の横浜港のクルーズ船

のコロナ感染者を次々と受け入れるところから現在まで、そこに働く医師・看護師・管理者他すべての職

員の命を張った勤務・努力の中で今の状況があること、春夏の第 1波 2波を乗り越え、今 3波は今まで

以上であり、病床数、勤務実態、心身含め限界の中にあり、自分も感染しない、院内感染を起こさないと

ピリピリしており、個々の医療機関や職員の努力は限界です。だからこそ町議会として、国に意見書を上

げていただきたく切にお願いするものです。 

今でも収束の出口が見えない「新型コロナウイルス」の感染拡大は、経済活動や国民生活に深刻な影響

を及ぼすばかりか、国民のいのちと健康が脅かされる事態となっています。 

 この間、医療や介護の現場からは、「マスクや防護具、消毒液が不足している」、「空床確保、検査や手術

の延期、外来患者減で倒産の危機」、「残業が増えた」「そもそも人員不足」などの声が上がっています。

11月 5日に、私達は記者会見で、8割を超える職員が感染不安を抱え、一向に改善の見込みが見えない

状況に強いストレスを感じながら働いている実態、そんな中で民間の医療機関で冬季一時金の削減提案が

されていることを発表しました。交渉で、コロナ禍での患者さんの受診控え、健康診断も控えている中で

医療機関の減収となっており、地域医療を守る、医療崩壊を招かないために、職員から寄せられた意見で

最も多かったのが、病院独自の経営努力はもう限界、国や自治体が早急に財政支援を求める声だったこと

も紹介しました。 

 こうした声の背景には、この間、国が押しすすめてきた医療費抑制政策と効率最優先の医療・介護政策

のもとで、慢性的な人員不足の放置や不採算医療への予算などが削減され、感染症病棟を含む公立・公的

病院や、保健衛生行政の縮小・再編を行ってきたことが、最大の要因です。 

 人も物も箱も十分でない中で、新たな感染症と向き合わなければならないというのが、今の医療現場の

実態であり、それが多くの命を危険にさらす新型コロナウイルスの発生によって、「医療崩壊」の危機をも

招いています。 

新型コロナウイルス感染拡大を教訓に、国民のいのちと健康、暮らしを守り、経済活動への影響を最小

限に抑え込むためにも、医療、介護、福祉に十分な財政投入と、安全・安心の医療・介護提供体制を確保

し、医師・看護師・医療技術職・介護職の大幅増員は喫緊の課題です。地域保健衛生体制の拡充、公立・

公的病院の再編・統合を見直し、地域の声を踏まえた医療体制の充実を図ることが重要です。 



私達はいま、国民が安心して暮らせる社会のために欠かせない医療や介護、保健衛生施策の充実を求め

て、国会請願署名に取り組んでいます。資料としてお渡ししております。 

安全・安心の医療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るための署名に、ぜひご協力をお願いしま

す。コロナ禍で活動が大きく制限されている中でも、できることをしていきたいと思っています。 

 

最後に、医師・看護師を含め、医療・介護従事者の離職を防止するためにも、国が更にリーダーシップ

を取り、財政支援や制度が改善されますよう、意見書の採択を心からお願いし、陳述とします。 

ありがとうございました。 










